
　

昨
年
７
月
、
九
州
北
部
は
記
録
的
な

豪
雨
と
な
り
、
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
災

害
が
複
数
の
場
所
で
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
豪
雨
に
よ
り
多
く
の
人
が
被
災
さ

れ
、
中
に
は
災
害
発
生
後
も
自
宅
に
帰

れ
ず
、
避
難
所
で
の
生
活
を
強
い
ら
れ

る
人
も
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
の
４

月
に
は
大
分
県
中
津
市
で
土
砂
災
害
が

発
生
。
被
災
場
所
で
は
、
直
前
に
地
震

が
あ
っ
た
わ
け
で
も
な
く
、
ま
た
、
数

日
間
雨
が
降
り
続
い
た
わ
け
で
も
な
く
、

ま
さ
に
突
然
の
で
き
ご
と
で
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
災
害
が
発
生
す
る
場
所

や
時
間
、
規
模
を
事
前
に
知
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
見
た

り
、
聞
い
た
り
す
る
よ
う
な
災
害
が
、

い
つ
自
分
自
身
に
襲
い
か
か
っ
て
く
る

か
分
か
ら
な
い
の
で
す
。

　　

岡
垣
町
で
想
定
さ
れ
る
災
害
は
、
地

震
や
津
波
、
土
砂
災
害
な
ど
で
す
。
こ

れ
か
ら
梅
雨
に
入
る
と
雨
が
多
く
な

り
、
災
害
が
発
生
す
る
可
能
性
も
高
ま

り
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
す
ぐ
に

行
動
で
き
る
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら
高
い

防
災
意
識
を
持
ち
、
準
備
を
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

災
害
時
に
必
要
な
も
の
や
連
絡
方

法
、
避
難
場
所
な
ど
を
、
家
族
で
話
し

合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か

分
か
ら
な
い

梅
雨
時
期
を
迎
え
る
前
に

災
害
に
備
え
よ
う

特 集

万全に備えよう。
　いつ起こるか分からない災害。備えに「早すぎる」ことはありません。いつ災害
が起きても自分の身をしっかりと守れるように、必要な準備を考えましょう。
問い合わせ　地域づくり課

▲災害はいつも突然やってくる。平成 21 年に発生した大雨災害では町内各地が冠水した

災害に備えた訓練をしています
　町では年１回、大規模災害に備えた防災訓練を行ってい
ます。実践的な訓練で確実に災害対応能力を向上できるよ
う、毎年内容を絞って実施。今年度は 5月15日に、ワー
クショップ形式で町内の危険箇所を白地図に落とし、避難
経路などの情報を共有する訓練と、災害対策本部を立ち上
げ、与えられた災害の状況に対応する実践的な訓練を行い
ました。いざというときに確実に対応できるよう、今後も訓
練を続けていきます。

平成 21 年７月 24 日 現在
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特
集万全に備えよう。

地
域
の
み
ん
な
で

防
災
意
識
を
高
め
よ
う

　

防
災
士
と
は
、
強
い
防
災
意
識
や
災

害
に
対
す
る
正
し
い
知
識
・
技
能
が
あ

る
と
日
本
防
災
士
機
構
が
認
め
た
人
の

地
域
で
活
躍
す
る「
防
災
士
」

　
岡
垣
町
で
は
、
有
志
の
防
災
士
に
よ
る「
岡
垣
町
防
災
士
連
絡
会
」が
立
ち
上
が
り
ま

し
た
。
今
後
は
、
地
域
の
防
災
訓
練
な
ど
を
支
援
し
な
が
ら
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
災
害

時
や
防
災
の
正
し
い
知
識
を
広
め
て
い
き
ま
す
。こ

と
で
す
。
岡
垣
町
防
災
士
連
絡
会
の

対
象
は
、
岡
垣
町
に
住
ん
で
い
る
人
や

勤
め
て
い
る
人
。
こ
れ
ま
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
が
個
別
に
活
動
し
て
い
た
た
め
、

誰
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る
の

か
分
か
ら
な
い
状
況
で
し
た
。
し
か
し

今
回
、
有
志
に
よ
る
連
絡
会
を
組
織
し

た
こ
と
で
、
防
災
士
の
つ
な
が
り
が
で

き
、
協
力
・
連
携
し
て
活
動
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

岡
垣
町
防
災
士
連
絡
会
は
、
災
害
時

に
避
難
誘
導
や
避
難
所
運
営
の
協
力
な

ど
を
行
う
ほ
か
、
平
常
時
に
は
地
域
の

防
災
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
自

治
区
な
ど
で
催
さ
れ
る
防
災
訓
練
で
の

指
導
な
ど
、
地
域
に
根
付
い
た
活
動
を

行
う
予
定
で
す
。
ま
た
、
会
議
で
は
そ

れ
ぞ
れ
の
知
識
や
経
験
を
共
有
し
、
一

人
ひ
と
り
の
防
災
士
と
し
て
の
能
力
を

向
上
さ
せ
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
に

防
災
の
知
識
を
伝
え
る
た
め
に

災害時は地域のつながりが欠かせない

岡垣町防災士連絡会
会長　橋内政則さん

　私は防災士の資格を取って今年で
10 年目になります。平成 28 年の熊
本地震災害をはじめ、これまでいく
つかの災害で被災地を支援してきま
した。その中で強く思うことは「地
域のつながりの大切さ」です。
　住民同士のコミュニティが強いと
ころは犠牲者が少ないように感じま
す。災害時に隣近所で一つの民家に
集まり、それぞれの家にある食材を
持ち寄って一晩をしのいだり、倒壊し
た家屋の中から下敷きになった人を
救ったりできるのは、日ごろのつな
がりがあるからこそだと思います。日
ごろから近所付き合いを大切に、周

りの状況を把握しておきましょう。

　自分自身が生き延びるという強い
意志を持つことも大切です。自分の
命を自分で守らなければ、ほかの人
を助けることはできません。
　命を守るためにしなければいけな
いことを、まずは家族で話し合って
みてください。そして、もしものとき
に３日程度持ちこたえられる食料を
準備しておいてください。
　岡垣町では、過去に大きな災害が
ほとんどなく、今後も起こらないと
安心してしまいがちですが、日ごろか
ら気を抜かず、さまざまな対策に取
り組みましょう。

人と人とのつながりが大切
自分の命は自分で守って
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※町からの緊急情報は、でんたつくんや公式ホー
ムページ、Facebook、LINE@で発信します。

最新情報をこまめにチェック
■�洪水情報の緊急速報メール
　遠賀川の氾濫の可能性が高まったときや氾濫が発生した
ときに、緊急速報メールが携帯電話に配信されます。洪水
エリア内にいるすべての人が対象です。メールを受信したと
きは、川の水位や避難情報などを確認してください。
問い合わせ　遠賀川河川事務所☎ 0949-22-1830

■県防災ホームページ
　河川の水位や雨量の情報をリアルタイムで確
認できます。
http://bousai.pref.fukuoka.jp/index.php

　岡垣町防災マップで地震や津波、土砂災害などの危険区域を知る
ことができます。防災マップは全戸配布しているほか、町公式ホーム
ページから確認できます。また、福岡県のホームページでは、高潮に
よる浸水想定区域図（下の図）が新しく公表されました。

危険区域を把握しておこう

非常時の持ち出し品を確認しよう
　飲料水や非常食、救急用品
など、災害時に必要なものをあ
らかじめまとめて、いつでもす
ぐに持ち出せるようにしておき
ましょう。普段使用する生活用
品などは、日ごろから少し多め
に備えておくと、災害時にも活
用することができます。

事
前
に
十
分

準
備
し
て
お
こ
う

　
日
ご
ろ
か
ら
で
き
る
災
害
対
策
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
も
し
も
の

と
き
に
い
ち
早
く
行
動
で
き
る
よ
う
、
災
害
時
に
必
要
な
も
の
や
地
域

の
避
難
所
な
ど
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

高潮浸水想定区域
※位置ごとの具体的な浸水の深さなどは
県のホームページで確認できます。
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Ｑ
＆
Ａ

　
４
月
か
ら
運
用
が
始
ま
っ
た
で
ん
た
つ
く
ん
。
皆
さ
ん
か
ら
、
戸
別
受
信

機
の
使
い
方
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ら
の
疑
問
を
こ
こ
で
解
決
し
ま
す
。

　災害時には、情報収集がとても重要です。普段利用している携帯電話や
テレビ、ラジオのほか、行政からの情報を収集する方法を確認しておきましょ
う。岡垣町では、でんたつくんの戸別受信機を各世帯に配布しています。

コンセントは抜かないでね

ランプの色を

要チェック

あらゆる手段で
情報を収集しよう

Ｑ �

放
送
が
流
れ
な
い
。

Ａ �

コ
ン
セ
ン
ト
が
抜
け
て
い
な
い

か
確
認
す
る
か
、
音
量
調
節
つ

ま
み
を
回
し
て
音
量
を
上
げ
て

く
だ
さ
い
。

Ｑ �
通
常
は
緑
色
の
役
場
・
自
治
区

ラ
ン
プ
が
赤
色
に
な
っ
て
い
る
。

Ａ �

ラ
ン
プ
が
赤
色
の
と
き
は
、
ま

だ
再
生
し
て
い
な
い
放
送
が
あ

る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。
ボ
タ
ン
を
１
回
押
す
と
録

音
が
再
生
さ
れ
、
停
止
ボ
タ
ン

で
終
了
し
ま
す
。
再
生
後
は
ラ

ン
プ
が
緑
色
に
変
わ
り
ま
す
。

Ｑ �

電
池
交
換
ラ
ン
プ
が
消
え
な
い
。

Ａ �

ラ
ン
プ
が
点
灯
し
て
い
る
と
き

は
、
電
池
を
交
換
し
て
く
だ
さ

い
。
交
換
作
業
は
、
コ
ン
セ
ン

ト
に
つ
な
い
だ
状
態
で
電
源
を

切
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

まだ設置していない世帯は
　戸別受信機は、条例で全戸への設置を定めて
います。まだ設置していない世帯は、設置日など
を決めるため地域づくり課に連絡してください。

事業所にも設置します
　事業所内の安全のため、原則設置をお願いしま
す。設置の際には申請書の提出が必要です。詳し
くは地域づくり課に問い合わせてください。

戸
別
受
信
機
のＱ �

コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
い
た
ら
ど
う

な
る
？

Ａ �

コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
い
た
と
き
や

停
電
し
た
と
き
は
、
電
池
で
動

き
ま
す
。
電
池
は
約
１
日
で
消

耗
し
て
し
ま
う
た
め
、
普
段
は

コ
ン
セ
ン
ト
に
つ
な
い
で
お
い

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
災
害
に

備
え
て
予
備
の
電
池
を
準
備
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

Ｑ �
コ
ン
セ
ン
ト
に
つ
な
い
で
い
る

と
き
の
電
気
代
は
い
く
ら
？

Ａ �
月
20
円
程
度
で
す
。

Ｑ �

電
源
は
入
っ
て
い
る
け
ど
、
放

送
が
録
音
さ
れ
な
い
。

Ａ �

役
場
、
自
治
区
の
ボ
タ
ン
を
そ

れ
ぞ
れ
長
押
し
す
る
と
、
録
音

し
な
い
設
定
に
変
わ
り
、
ラ
ン

プ
が
消
え
ま
す
。
も
う
１
度
長

押
し
す
る
と
録
音
す
る
設
定
に

変
わ
り
、
ラ
ン
プ
が
緑
色
（
再

生
さ
れ
て
い
な
い
録
音
が
あ
る

と
き
は
赤
色
）に
点
灯
し
ま
す
。

Ｑ �

電
源
が
切
れ
て
い
る
と
き
や

音
量
を
下
げ
て
い
る
と
き
は
、

災
害
情
報
や
緊
急
情
報
は
聞

こ
え
な
い
？

Ａ �

災
害
時
な
ど
の
緊
急
放
送
は
、

音
量
を
小
さ
く
し
て
い
て
も
、

最
大
音
量
で
放
送
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
コ
ン
セ
ン
ト
が
抜
け
、

電
池
も
切
れ
て
い
る
な
ど
、
電

源
が
供
給
さ
れ
な
い
と
き
は
放

送
さ
れ
ま
せ
ん
。

Ｑ �

引
っ
越
す
と
き
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
？

Ａ �

町
外
に
引
っ
越
す
と
き
は
、
返

却
が
必
要
で
す
。
転
出
届
を
出

す
と
き
な
ど
に
持
っ
て
き
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
戸
別
受
信
機

は
放
送
さ
れ
る
自
治
区
を
１
台

ご
と
に
設
定
し
て
い
る
た
め
、

町
内
の
転
居
で
も
、
自
治
区
が

変
わ
る
と
き
は
一
度
返
却
し
て

く
だ
さ
い
。

特
集万全に備えよう。
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